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■支援の背景
　平成22年度より釧路市が取り組む、地場産材の普及啓発活動「くしろ木づなプロジェクト」で
は、釧路産カラマツ等の針葉樹材を活用した新製品開発を、いかに地域企業による持続的事業化
へとつなげていくかが課題となっていました。そこで、民間デザイン業の協力も得て、新しいコ
ンセプトの製品プロトタイプ開発や、地域企業の参画を促進するブログ開設などを支援しました。

■支援の要点
１．開発与件の整理と、製品プロトタイプ開発から地域企業における事業化までの戦略づくり
２．製品群全体のコンセプトづくりと、個々の製品プロトタイプの開発
３．製品プロトタイプ開発の取り組みや製品の魅力などを継続的に発信するブログの開設

■支援の成果
１．これまでの取り組みを総括した上で、開発する製品プロトタイプ全体のコンセプトをはじ

め、地域企業による事業化へつなげていくためのブログを活用したプロモーションなど、事業
化までの全体的な道筋を整理しました。

２．釧路の名物など地域の魅力を取り入れた製品とすることなど、開発製品全体に関わるコンセ
プトを整理し、食器や文具など約20品目の製品プロトタイプを開発しました。

３．開発過程における苦労話や、開発したプロトタイプの魅力などを発信し、地域企業等の共感
を得ていくことを目的としたブログ（http://www.karadeco.jp/）を作成し開設しました。

(公財)釧路根室圏産業技術振興センター　釧路市鳥取南７丁目２番23号　　　　Tel. 0154－55－5121
㈱マタギ　　　　　　　　　　　　　　　札幌市中央区北三条東３丁目１番地　Tel. 011－233－1700

技術支援成果６／製品の高度化　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　派遣指導

針葉樹材活用プロジェクトへのデザイン支援
Design Support for a Project Utilizing Local Softwoods

製品技術部　日高　青志
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■支援の背景
　妊産婦は歯科治療が行える期間や投薬内容などに制限があるため、妊娠期間中に虫歯や歯肉炎
が悪化することが多く、出産時のいきみで歯に過剰な負荷がかかり、場合によっては歯が折れる
などの損傷も報告されています。
　このような背景から㈱レッドロックは妊産婦の安全・安心な出産をサポートするため、装着性
やデザインに配慮したマタニティ用マウスガードの開発・販売を計画しており、これについて当
場に相談がありました。

■支援の要点
１．マタニティ用マウスガードのデザイン開発
２．マタニティ用マウスガードの受容性調査

■支援の成果
１．マタニティ用マウスガードの受容性についてのアンケート調査を行った結果、ターゲットユ

ーザの女性に一定の需要があることが分かりました。
２．マウスガード装着時になるべく目立たないように、前歯部分の素材の厚みを減らし、透明素

材を用いたフロントクリアタイプを開発し、受容性調査で高評価を得ました。
３．受容性調査の結果を踏まえ、㈱レッドロックは平成27年11月からマタニティ用マウスガード

の受注生産を開始しました。
４．受容性評価の中で、女性向けのマウスガードの色は濃色より淡色（パステルトーン）が高評

価であることが分かりました。現在、パステルトーンの提供に向けた検討を進めています。

㈱レッドロック　小樽市赤岩１－９－28赤岩りょう歯科クリニック内　Tel. 0134－61－7866

技術支援成果７／製品の高度化　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　短期実用化

マタニティ用マウスガードの開発
Development of Maternity Mouth Guard

製品技術部　万城目　聡・印南　小冬
材料技術部　可児　　浩　　　　　　
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研究開発成果３／製品の高度化

Development of Image Analysis Tool for Food Packaging Design

製 品 技 術 部 万城目 聡・日高 青志

情報システム部 橋場 参生

■研究の背景

本道の加工食品は、道外商品と比較して食味では優位であるものの、パッケージデザインの魅

力度において評価が低い傾向にあり、顧客の購買機会を失う原因となっています。このため食関

連事業者から、顧客視点で魅力ある食品パッケージデザインを開発するための手法が求められて

います。

本研究では、当場が保有するニューラルネットワークを応用したイメージ分析ツールを利用して、

顧客視点のデザインコンセプト検討やデザイン案評価を効果的に支援できる、食品パッケージデ

ザイン分析ツールを開発しました。

■研究の要点

１．イメージ分析ツールの機能強化上

２．インターネットアンケートシステムの試作

３．食品パッケージデザイン開発での試行を通じた分析ツールの有効性検証

■研究の成果

１．イメージ分析ツールに分析しやすいマップを効率的に出力できる機能を追加することで作業

効率を高めました。

２．イメージ分析ツールに入力するデータ取得のために、顧客アンケートが効率的に行えるイン

ターネットアンケートツールを試作開発しました。

３．包材商社やデザイン業と連携し、水産加工品や菓子などのパッケージデザイン開発業務でイ

メージ分析ツールを試行しました。その結果、事業者から「顧客視点のパッケージデザイン開

発に極めて効果的。」「パッケージデザイン開発に実践導入したい。」といった評価を得ました。

㈱ティーピーパック

イメージ分析ツール イメージ分析ツールを使ったデザイン検討

食品パッケージデザインのイメージ分析ツール開発
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技術支援成果６／製品の高度化

New Business Support Utilizing Original Character 'daNpa'

製品技術部 万城目 聡・印南 小冬

■支援の背景

㈱だんぱでは、「だんぱ」というパンダのオリジナルキャラクターを活用して、これまでぬい

ぐるみやTシャツなど観光客向けの土産物を中心に、様々なグッズ商品を開発・販売してきまし

た。今回、当該企業から、道内の様々な食関連事業者とのコラボレーションによる、「だんぱ」

キャラクターを活用した新商品開発や、商品プロモーション支援について相談がありました。

そこで、食関連事業者とのコラボレーションに向けた「だんぱ」キャラクターの効果的な活用

策の検討や、商品パッケージデザイン開発などの支援を行いました。

■支援の要点

１．食産業を対象とした効果的な「だんぱ」キャラクターの活用策の検討

２．「だんぱ」を活かした汎用性の高い販売促進ツールの開発

３．食関連事業者とのコラボレーションによる商品パッケージデザインなどの開発

■支援の成果

１．様々な道産食品を応援するキャラクター、「応援だんぱ」というコンセプトとともにマーク

デザイン案を提案しました。

２．食関連事業者とのコラボレーションに向けた「応援だんぱ」を活用した商品パッケージデザ

インや、野外イベントなどを想定したPOPや商品カード、ノベルティグッズなどの販売促進ツ

ールを開発しました。

３．今後は、これらの「応援だんぱ」販促ツールを、様々な一次産品や加工食品にも応用し、道

の駅でのイベントや、道外での北海道産品プロモーション支援を行う予定です。

㈱だんぱ 札幌市北区北三十条西 11丁目 3番 11号 Tel. 011-299-2995

「応援だんぱ」マークデザイン案 「応援だんぱ」を活用した販促ツール案

オリジナルキャラクター「だんぱ」を活用した新事業支援
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研究開発成果３／製品の高度化

Product Development of High-Isoflavone Miso Utilizing Yukipirika Soy Beans

製品技術部 万城目 聡・日高 青志

■研究の背景

北海道の食品工業分野における付加価値率は低く、全国平均の33.0％に対し、北海道では27.6％に

過ぎません（平成20年）。このため、北海道産の農水産物や加工食品の高付加価値化が重要課題にな

っています。このような背景から、道総研では北海道産の農水産物が有する地域イメージや機能性、

加工適性を活かした高付加価値な加工食品づくりを「戦略研究」の取り組みとして推進しており、この

中で高イソフラボン大豆品種「ゆきぴりか」を用いた健康味噌を開発しました。

■研究の要点

１．道内味噌メーカーとの連携による機能性味噌の特徴を活かした商品開発

２．北海道味噌醤油工業協同組合と連携した機能性味噌の市場投入支援

■研究の成果

１．日常的な食事で健康を維持したい女性のための、イソフラボンを体に取り入れやすい健康味

噌という基本コンセプトの下、道内味噌メーカーの商品開発支援を行い、平成25年秋に２社

から商品が販売されました。

２．商品化された高イソフラボン健康味噌の特徴や魅力を効果的に伝えるために、北海道味噌醤

油工業協同組合と連携しながらプロモーション支援ツールを開発しました。

北海道味噌醤油工業協同組合、㈱福山醸造、㈱岩田醸造

道総研 中央農業試験場・十勝農業試験場・食品加工研究センター

ゆきぴりかを活用した高イソフラボン健康味噌の商品開発
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研究開発成果２／製品の高度化

Development of Design Management Game

製品技術部 日高 青志・万城目 聡・印南 小冬

■研究の背景

使い手に喜ばれ、良い事業へと育てていけるような良いモノを作るには、適切なやり方で商品

開発やデザイン導入をしていくことが大切です。しかし、こういったことを学ぶには、実際に商

品開発を体験する、あるいはデザイン関連の専門書を読むなどの方法しかありませんでした。

本研究では、仮想企業における商品開発を通じて、商品開発の大きな流れとその中におけるデ

ザインの役割や使い方などを体感することができるゲームを開発しました。

■研究の要点

１．プレイヤーに学んで欲しい商品開発の流れとデザインの役割・使い方等の整理

２．試作とテストプレイを通じたゲームシステムのブラッシュアップ

３．３Ｄプリンタによるコマ製作など、商品化・普及を意識したパーツ類の開発

■支援の成果

１．商品開発をデザイン、エンジニアリング、マーケティングの三つの役割で捉え、それらの協

力により商品力を高めていく、シンプルかつ現実に即したゲームシステムを開発しました。

２．試作とプレイテストを繰り返し、商品開発とデザインの基本的な部分を楽しみながら学べる

コンパクトな道具立てのゲームを開発しました。

※本研究で使用した３Ｄプリンタは、ＪＫＡ補助事業により整備されました。

デザインマネジメントゲーム開発の流れ

デザインマネジメントゲームの開発
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研究開発成果１／製品の高度化

Interface Design Development of Agricultural Machine

製品技術部 万城目 聡

情報システム部 多田 達実・堤 大祐・中西 洋介

■研究の背景

当該企業では、農業機械の IT 組み込みによる通信・制御システムの研究開発と導入検討を進
めています。この取り組みの一環として、ユーザインターフェースの使いやすさ向上にも取り組

みました。具体的にはジャガイモの収穫作業を行うポテトハーベスタを対象機器とし、操作性を

高めるインターフェースデバイスの検討および液晶画面などのデザイン開発支援を行いました。

■研究の要点

１．ユーザの利用シーン観察とユーザタスクの整理

２．分かりやすく、操作しやすいインターフェースの在り方検討

３．インターフェースのグラフィックデザインのまとめ方

■研究の成果

１．インターフェース試作機を用いたユーザの利用状況観察を実施したことで、ユーザタスクの

効果的な整理とインターフェース機器選定、およびデザイン案検討のための要求抽出が行えま

した。

２．ジョイスティック、液晶タッチパネル、キーパッドを組み合わせた、分かりやすく操作しや

すいインターフェースデザインの提案が行えました。

サンエイ工業（株） 北海道斜里郡斜里町光陽町44-17 Tel.0152-23-2173

試作機を用いた利用状況観察とユーザタスクの整理

提案したユーザインターフェースデバイスとデザイン案

農業機械のインターフェースデザイン開発

20



研究開発成果１８／製品の高度化

Studies on the branding for the food industry

製品技術部 万城目 聡・日高 青志

■研究の背景

北海道は地名ブランドにおいて高い優位性がある一方、全国的なブランド認知を得ている商品

は限られており、また製造品出荷額の付加価値率の低さが課題となっています。このことから道

産食品の市場優位性のさらなる拡大や商品の高負付加価値化のためには、より一層のブランド力

の向上が重要な課題となっています。そこで本研究では道内食産業がブランドづくりに効果的に

取り組めるように、北海道という地域性を踏まえた食ブランドづくりの視点や、ブランドづくり

の初期段階における実践的な手法の提案に取り組みました。

■研究の要点

１．ブランドづくりのケーススタディを通じた取り組み方に関する知見の獲得

２．ブランドづくりを長期的・継続的に推進する考え方の検討

３．ブランドづくりの取り組みを支援する手法の検討

■研究の成果

１．食関連商品・事業等のブランド力強化の取り組みをサポートする一連の手法として、ブラン

ド分析・評価手法、ブランドコンセプト構築手法、コミュニケーションデザイン活動チェック

リストを開発しました。

２．ブランドづくりを推進する事業体が進めるブランドづくりプロジェクトに参画しながらその

状況に応じて、上記の開発手法を試行的に導入・検証を行った結果、事業体の主体的な活動促

進の面で効果を確認しました。

３．上記で得られた結果と、北海道という地域性を踏まえた食ブランドづくりの視点について、

情報提供冊子「北海道・食のブランドづくり」として取りまとめました。

ブランド活動モデルとブランドづくりを支援する手法 情報提供媒体

道内食産業のためのブランドづくり研究
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